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新型コロナウイルス感染拡大の予防のため、 が取り入れられ 

半年が過ぎました。ソーシャルディスタンス・マスクの着用・手洗い・3 密を防ぐなどの   

の生活は日常化してきました。しかし、日々変わる感染状況、飲食業を始め消費の落ち込み、医療関係従事者

の疲弊、・・・、私達は不安な気持ちで過ごしています。このような中、長府地区まちづくり協議会や協議会

関係団体の 活動が地域の皆さんを元気にしています。 

新型コロナウイルス感染拡大防止により、子ども達の

学校の授業や行事は縮小、地域イベントの多くが中止と

なり、子どもも大人も気持が沈みがちな日々です。少し

でも子ども達に笑顔で過ごしてほしい、長府の町を一層

好きになってほしいと、長府花火実行委員会が企画し、

地元企業・団体の協力を得て、８月 13 日（木）に 510

発の花火を打ち上げました。午後 8 時頃、豊浦高校・

豊浦小学校・長府中学校と 6 分間づつ順番に打ち上げ

られ、最後は 3 か所同時という粋な計らいでした。感

染症予防のため打ち上げ場所は非公表でしたが、夕刻、

豊浦小学校児童、長府中学校生徒のみ学校からメールで

場所の知らせを配信しました。豊浦小学校では、3 密を

防ぐ・近隣交通渋滞防止のため｢豊浦小おやじの会｣のお

父さん方が会場警備をしましたが、子ども達や保護者の

方はマナーを守って花火を見上げていました。

は夏休みの思い出として、絵日記や作文になってい

ました。 
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 豊浦高校生徒会役員がパコセ 6 階で、新型コロナウイルス感染症による地元への影響を知

ろうと、長府地区の医療施設や企業、団体関係者にインタビューを行いました。 

生徒会役員たちは、6 月の文化祭が中止になり、日頃お世話になっている地域の皆さんに何

かできないかと、考えて企画されました。インタビュー後には、クラスごとに感謝と応援の

メッセージボードを作成し、７月 6 日（月）、完成したメッセージボードは長府地区まちづく

り協議会を通じて各関係者に贈呈されました。高校生の地域を想う気持ちが嬉しく頼もしく

感じられました。 

 

 

 

 

 長府地区まちづくり協議会のマス

コットキャラクター｢長府ちゃん｣と、

疫病を鎮めるとされる半人半魚の妖

怪｢アマビエ｣のぬり絵を作成しまし

た。｢アマビエ｣は、新型コロナウイ

ルスの感染防止を呼び掛けるキャラクターと

して人気者です。子ども達の健やかな成長とコ

ロナウイルスの収束を願ったぬり絵は、地元の

幼稚園児・保育園児が色鮮やかに塗りました。

お願いごとには、ウルトラマンになりたい、お

もちゃがほしい、プールで泳ぎたい・・・等か

わいいお願いごとが書かれていました。園児達のぬり絵は、長府郵便局

と長府商店街事務所パコセ 1 階に 7 月 13 日(月)～2２日（水）、7 月 27

日(月)～8 月 7 日(金)の期間中展示されました。 

 

 

 

 第 1 回｢まちづくり協議会事務局 意見・情報交換会｣が Web 会議シス

テム｢Zoom｣を使用して１０時～12 時まで行われました。 

議題 ①下関市総合情報発信アプリ｢しもまちアプリ｣の導入について 

    ②しもまちスタンプラリーについて 

出席者にとっては慣れない Zoom 会議でしたが、活発な意見交換がなさ

れました。しかし、PC の画面越しの会議より実際の顔を見ての会議の方

がよい、決議を伴う議題は対面会議がよい、との意見もでました。 

   ※｢ ｣下関市とまちづくり協議会が共同で開発 

     地域のイベントや小中学校の年間行事、ごみカレンダー、避難所マップ、防災メール、災害時の伝言

ダイヤル、子ども 24 時間ＳＯＳダイヤルなど役立つ情報が掲載されます。 
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